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第 102 回 全 国 算 数 ・数 学 教 育 研 究 （茨 城 ）大 会  発 表 資 料     令 和 ２年 ８月 ６日 （ 於 ： 水 戸 市 立 第 二 中 学 校 ）  

 

広  島  県  中  学  校  数  学  教  育  実  践  研  修  会  の  歩  み  

～ 全 20 回 に お け る 数 学 教 師 の 実 践 力 向 上 に 着 目 し て ～  

 

広 島 大 学 附 属 東 雲 中 学 校  天 野  秀 樹   

 

１  は じ め に  
 

― ― ― 広 島 県 中 学 校 数 学 教 育 実 践 研 修 会  

広 島 県 中 学 校 数 学 教 育 実 践 研 修 会 は ，広 島 県 内 の 中 学 校 数 学 教 師 の

実 践 力 向 上 を 目 指 し た「 授 業 を 中 心 に 据 え た 現 職 教 員 の 研 修 会 」で あ

る （ 天 野 ， 2020） 。  

こ の 研 修 会 は ， こ れ ま で に 広 島 県 中 学 校 教 育

研 究 会 数 学 部 会 及 び 広 島 市 中 学 校 教 育 研 究 会 数

学 部 会 ， そ し て 広 島 大 学 附 属 東 雲 中 学 校 数 学 科

の 共 催 で 実 施 し て き た 。 ま た ， 広 島 県 教 育 委 員

会 及 び 広 島 市 教 育 委 員 会 の 後 援 を 受 け て お り ，

広 島 県 及 び 広 島 市 ， そ し て 広 島 大 学 附 属 学 校 で

連 携 し た 研 修 会 に な っ て い る 。          図 １  公 立 学 校 の 教 師 が 附 属 学 校 で 授 業 す る 様 子 ( H 2 9 . 7 )  

図 １ は ， 平 成 29 年 ７ 月 に ， 廿 日 市 市 教 育 委 員 会 よ り ご 推 薦 い た だ い た 数 学 教 師 が ，

広 島 大 学 附 属 東 雲 中 学 校 の １ 年 生 に ，「 文 字 式 の 計 算 」 の 授 業 を し て い る 様 子 で あ る 。 
 

― ― ― 本 研 修 会 の オ リ ジ ナ ル 性  

〔 Ori－ １ 〕 授 業 を 中 心 に 据 え て 現 職 教 員 の 実 践 力 向 上 を 目 指 し た 研 究 で あ る こ と  
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〔 Ori－ ２ 〕 県 市 町 と 大 学 附 属 学 校 が 連 携 し て 組 織 立 て て 取 り 組 ん で い る こ と  

広 島 県 中 学 校 教 育 研 究 会 数 学 部 会 は ， 各 支 部 長 が 参 会 す る 「 支 部 長 会 」 や 各 数 学 研

究 部 長 が 参 会 す る「 研 究 推 進 委 員 会 」を 開 催 し て い る 。ま た ，廿 日 市 ・ 大 竹 ，江 田 島 ，

安 芸 ， 東 広 島 ， 呉 ， 安 芸 高 田 ， 山 県 ， 三 次 ， 庄 原 ， 三 原 ， 豊 田 竹 原 ， 尾 道 ， 世 羅 ， 府

中 ， 神 石 ， 福 山 に お い て 「 各 支 部 の 研 修 会 」 を 開 催 し て い る 。 こ れ ら の 各 会 ・ 各 委 員

会 ・ 各 研 修 会 で 本 研 修 会 の 参 会 者 を 募 っ た り ， 授 業 者 を 推 薦 や 立 候 補 に よ っ て 決 定 し

た り す る こ と に よ る 連 携 し た 取 り 組 み を 進 め て い る 。  

ま た ，
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― ― ― 本 研 修 会 〔 広 島 県 内 の 中 学 校 数 学 教 師 の 実 践 力 向 上 を 目 指 す こ と 〕 の 意 義  

 近 年 ， 教 師 教 育 の 必 要 性 が 注 目 さ れ る よ う に な っ て き て い る （ Shulman，1987 ほか）。

そ の 中 で ，“ The Teaching Gap”（ St igler  ＆ Hiebert，1999） を 契 機 と し て ， 現 職 教 員 の

実 践 力 向 上 の 必 要 性 が ， わ が 国 で も 議 論 さ れ る よ う に な っ て き て い る 。  

 中 学 校 に お け る「 30 歳 未 満 」の 教 師 数 の 割 合 は ，

平 成 16 年 度 は 8.7％， 19 年 度 は 9.6％， 22 年 度 は

11.8％，25 年 度 は 14.3％，28 年 度 は
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２  本 研 修 会 の 成 果  ～ 数 学 教 師 の 実 践 力 向 上 に 焦 点 を あ て て  
 

〔 成 果 Ⅰ 〕 研 修 シ ス テ ム の 構 築 （ 平 成 23～ 25 年 ： 創 業 期 ）  

    （ １ ） 公 開 授 業 ： 公 立 学 校 の 教 師 が 附 属 学 校 で 行 う  

    （ ２ ） 協 議 会 ① ： 幅 広 い 経 験 年 齢 で グ ル ー プ を 構 成 し ， 若 手 教 員 が 発 表 す る  

        協 議 会 ② ： 適 宜 大 学 教 員 や 教 育 委 員 会 指 導 主 事 等 に よ っ て 助 言 さ れ る  
 

〔 成 果 Ⅱ 〕 研 修 会 運 営 の 組 織 化 ＆ 授 業 づ く り の 組 織 化 （ 平 成 26～ 27 年 ： 成 長 期 ）  

（ １ ） 研 修 会 運 営 の 組 織 化 （ 前 節 の 図 ２ を 参 照 せ よ ）  

  →  こ れ に よ り ， 平 成 28 年 よ り 呉 → 山 県 → 広 島 市 → 廿 日 市 → 尾 道 → 福 山 と い う  

よ う に ， 授 業 者 を 推 薦 や 立 候 補 に よ っ て 決 定 で き る よ う に な っ た 。  

（ ２ ） 授 業 づ く り の 組 織 化  

 本 研 修 会 の 公 開 授 業 を 「 ONE チ ー ム で 作 る 」 チ ー ム 会 を 組 織 し て 授 業 を つ く っ た 。  

本 稿 で は ， 平 成 26 年 度 に 実 施 し た Ｋ a 教 諭 及 び Ｎ a 教 諭 の 各 ６ 回 の チ ー ム 会 を 通 し

て 体 得 し た「 授 業 構 成 に 対 す る 考 え 方 」の 変 容 を あ げ る 。な お ，こ れ ら の チ ー ム 会 は ，

広 島 県 及 び 広 島 市 の 中 学 校 教 育 研 究 会 数 学 部 会 と 連 携 し て チ ー ム を 編 成 し た 。 ま た ，

チ ー ム 会 だ け で は 時 間 が 不 十 分 な 際 は ， 相 互 に メ ー ル で や り と り し て 解 決 し た 。  

 

〔 Ｋ a 教 諭 の 場 合 〕  

 ７ 月 の 実 践 研 修 会 の 後 で ，筆 者 が Ｋ a 教 諭 に 行 っ た イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に お け る 言 動 に

よ っ て 分 析 し た 。 Ｋ a 教 諭 が チ ー ム 会 に 参 会 す る こ と に よ っ て 得 ら れ た 新 た な 視 点 は ，

次 の ４ つ で あ っ た 。  

  ＜ 教 材 開 発 に 関 わ る こ と ＞  ・ 具 体 的 な 事 象 か ら 教 材 を 探 す こ と  

               ・ 専 門 数 学 (例 ： 離 散 数 学 )に よ っ て 裏 づ け る こ と  

  ＜ 授 業 の 進 め 方 に 関 わ る こ と ＞  ・ 核 と な る 発 問 の 問 い か け 方 を 構 想 す る こ と  

               ・ 生 徒 の 思 考 の 運 び を 予 想 す る こ と  

 

〔 Ｎ a 教 諭 の 場 合 〕  

 10 月 の 実 践 研 修 会 の 後 で ， 筆 者 が Ｎ a 教 諭 に 行 っ た イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に お け る 言 動

に よ っ て 分 析 し た 。Ｎ a 教 諭 が チ ー ム 会 に 参 会 す る こ と に よ っ て 得 ら れ た 新 た な 視 点 は ，

次 の ４ つ で あ っ た 。  

  ＜ 教 材 開 発 に 関 わ る こ と ＞  ・ 中 高 ６ 年 間 の 学 び の つ な が り を 視 野 に 入 れ る こ と  

               ・ 既 習 の 学 習 内 容 を 駆 使 し て 考 え る 教 材 の 有 効 性  

  ＜ 授 業 の 進 め 方 に 関 わ る こ と ＞  ・ 探 究 的 な 問 い か け 方 が 学 習 意 欲 を か き た て る こ と  

               ・ 数 学 的 活 動 の 中 で 思 考 す る 発 問 の 有 効 性  
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〔 成 果 Ⅲ 〕 実 践 力 を 向 上 さ せ る シ ス テ ム の 検 証 と 発 信（ 平 成 28 年 ～ 令 和 １年 ： 発 展 期 ） 

本 稿 で は ，平 成 28 年 度 に 実 施 し た ２ 回 の 実 践 研 修 会（ ６月 ，12 月 ）と そ れ に 向 け た ６

回 の チ ー ム 会（ ４月 ，５月 ，６月 ，７月 ，９月 ，10 月 ）に お い て ，常 時 参 会 し た 教 師 ４ 名（ Ｋ ，

I，Ｈ ，Ｂ 教 諭 ）の う ち ，Ｂ 教 諭 の エ ピ ソ ー ド と 分 析 結 果 を あ げ る 。な お ，チ ー ム 会 は ，

広 島 県 及 び 広 島 市 の 中 学 校 教 育 研 究 会 数 学 部 会 と 連 携 し て チ ー ム を 編 成 し た 。 ま た ，

チ ー ム 会 だ け で は 時 間 が 不 十 分 な 際 は ， 相 互 に メ ー ル で や り と り し て 解 決 し た 。  

 

〔 検 証 の 方 法 〕  

（ ⅰ ） 分 析 は エ ピ ソ ー ド 分 析 （ 関 口 ，2013） を 行 い ， 研 修 会 や 授  

業 観 察 ，協 議 会 ，講 演 な ど に お け る Ｂ 教 諭 の 授 業 の 捉 え を 考  

察 す る こ と で ， 中 学 校 数 学 教 師 が 実 践 力 を 向 上 さ せ る 要 因 の 特 定 を 目 指 し た 。  

（ ⅱ ） 調 査 の 方 法  

   研 修 会 や 協 議 会 の 発 話 記 録 ，  

質 問 紙 調 査 及 び イ ン タ ビ ュ ー 調 査 （実 施 時 期 ： 授 業 観 察 や 模 擬 授 業 体 験 ， 講 演 など の直 後 ） 

 

〔 結 果 と 考 察 〕  

（ １ ） 実 践 力 向 上 の 要 因   見 た こ と が な い 授 業 か ら 刺 激 を 受 け る 。  

 次 の エ ピ ソ ー ド ① ， ④ の よ う に ， デ ジ タ ル 教 科 書 や ジ グ ソ ー 学 習 と い っ た 初 め て 見

る 授 業 に 刺 激 を 受 け ， 挑 戦 心 を も っ た り 良 さ を 感 じ た り し て い る 捉 え が 抽 出 さ れ た 。  
 

エピソード①－４月 13 日 （水 ）インタビュー調 査  

筆 者 「今 日 の授 業 で学 んだことはありますか」  

Ｂ教 諭 「デジタル 教 科 書 を用 いた電 子 黒 板 の使 い方 が具 体 的 にわかりました。自 分 も少 しずつ挑 戦 していきたい」  
 

エピソード④－６月 25 日 （土 ）質 問 紙 調 査  

質 問 「授 業 を観 察 して，学 んだことを書 いてください」  

Ｂ教 諭 「ジグソー活 動 を始 めて見 ました。正 直 難 しいと感 じました。しかし，考 えや根 拠 を用 いた発 言 がたくさん  

あり，考 えや根 拠 を用 いて説 明 する力 をつけるためには良 いと感 じました」  

 

（ ２ ） 実 践 力 向 上 の 要 因   提 示 さ れ た 教 材 と 子 ど も と の か か わ り を 考 え る 。  

 次 の エ ピ ソ ー ド ① ，③ ，⑤ ，⑦ の よ う に ，徒 競 走 や 教 具 な ど の 教 材 が 提 示 さ れ る と ，

子 ど も は ど の よ う な 反 応 を 示 す か が 気 に な る と い っ た 捉 え が 抽 出 さ れ た 。  
 

エピソード①－４月 13 日 （水 ）インタビュー調 査  

筆 者 「今 日 の授 業 で学 んだことはありますか」  

Ｂ教 諭 「徒 競 走 で使 うトラックに注 目 した教 材 は，体 育 祭 という学 校 行 事 も間 近 なので，生 徒 にとって身 近 で動 機  

づけにもなって，とても良 いと感 じました」  
 

エピソード③－６月 15 日 （水 ）協 議 会 の発 話 記 録  

筆 者 「授 業 を観 察 して，気 になったことは何 ですか」  

Ｂ教 諭 「教 材 選 びは，自 分 は悩 みます。特 に，今 日 のような導 入 教 材 はいつも悩 んでいます。自 分 は平 方 根 の  

導 入 では ， 電 卓 で の 計 算 で 行 っ た の で す が ， 折 り 紙 を 選 ん だ 意 図 が 自 分 に は わ か ら な い の で ， 教 えてほしいです」  
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エピソード⑤－７月 29 日 （金 ）協 議 会 の発 話 記 録  

筆 者 「模 擬 授 業 を体 験 して，学 んだことはありますか」  

Ｂ教 諭 「はい，ありました。ICT を使 うことで見 てわかる授 業 を作 れるということが理 解 できました。そして，教 具 も  

使 っており，生 徒 全 員 が触 れる教 具 は，生 徒 の興 味 づけになるということがよくわかりました」  
 

エピソード⑦－10 月 27 日 （木 ）研 修 会 の発 話 記 録  

筆 者 「研 修 会 を通 して，学 んだことはありますか」  

Ｂ教 諭 「はい。デジタル 教 科 書 はこれまで，生 徒 にわかりやすく理 解 させる物 だと思 っていました。しかし，今 日 の  

研 修 会 でみなさんと話 してみて， 参 加 型 の問 いかけをすれば，考 えてアイデアを出 すこともできるとわかって  

感 動 しています」  

 

（ ３ ） 実 践 力 向 上 の 要 因   授 業 を 巧 み に 進 め よ う
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３  今 後 の 展 望  

 本 稿 で は ， 広 島 県 中 学 校 数 学 教 育 実 践 研 修 会 が 授 業 を 中 心 に 据 え た 現 職 教 員 の 実 践

力 向 上 を 目 指 し た 研 修 会 で あ る こ と 及 び そ の 成 果 を 述 べ た 。  

 今 後 （ 令 和 ２ 年 ～ ： 成 熟 期 ） は ， 本 研 修 会 の さ ら な る 発 展 を 志 向 す る う え で ， 次 の

よ う な 改 革 の 方 向 を 模 索 し た い 。  

  ・ 研 修 シ ス テ ム の 再 構 築         例 ） 終 日 教 材 を 作 り 続 け る 体 験 型 研 修  

  ・ ICT を 活 用 し た 組 織 の 再 編 成         例 ） You Tube 等 ス マ ホ で 交 流 す る 研 修  

  ・ 実 践 力 を 向 上 さ せ る 新 た な 視 点 の 導 入  例 ） カ リ キ ュ ラ ム リ ソ ー ス の 変 更  
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